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東京の一極集中 分散
外の目線による地域での新事業 雇用増
住みやすく魅力ある街づくり

労働力不足
在宅ワーク・副業・DXなど

少子高齢化

多様な人材・多様な働き方

ゆとりある生活の中で
仕事も家庭もハッピーに

海外依存 製造拠点の国内回帰・分散
地産地消

コロナ・デジタルシフトによる課題解決と地方創生

岸田政権の経済安全保障
強化
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利益至上主義

SDGsを中心に据えた資本主義

地域との関係を構築していく必要が出てくる
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コロナショックからの経済回復にあたって脱炭素化も同時に進めるべき

Green Recovery

日本

● 2050年までにカーボンニュートラルを目指す

● 2030年度までに2013年度比26％削減 ⇒ 46％削減
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フォルクスワーゲン

アップル

ソニー

トヨタ自動車
 取引する世界の主要部品メーカーに対し、2021年の二酸化炭素（CO2）排出量を前年比3%減要求

日経平均採用225社中85社カーボンゼロ目標

 50年のカーボンゼロに向け、全世界で電力を再生可能エネルギー由来に替える。
原材料や部品の調達先企業や製造委託先の排出削減を促す。

 製造委託先110社以上で工場の電力をすべて再生エネに替え、
30年のカーボンゼロ達成を目指している

 50年のカーボンニュートラル達成目標。
電気自動車(EV)の部品を供給する企業にカーボンニュートラルを義務付ける

CO2の削減はサプライチェーン全体でカウント⇒取り組まないと取引ができなくなる 4



株式会社 大川印刷
横浜市戸塚区創業1881年

崎陽軒

伝統産業のパンフ

崎陽軒のお弁当 薬の添付文書

代表取締役社長
大川 哲郎 氏

SDGsを企業理念に！脱炭素を成長戦略に！
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• お客様が発注する印刷物のCO2排出量がゼロカウントに
• 印刷物へ「CO2ゼロ印刷」を表⽰し、
自社の社会的価値向上につなげることができる

カーボンオフセットによるCO2ゼロ印刷の実現

大川印刷 国

認証申請

クレジット

資金

クレジット

Jクレジット
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グリーンインフラへの期待

CO2の削減
災害耐性・レジリエンス性
生物多様性
地域の特性を活かす
健康の維持向上

林業の衰退による人手不足
森林の「老朽化」が問題

民間のビジネス視点が必要！
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株式会社データドック 新潟・長岡
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雪で40％の電力消費量削減

9



人財力を上げる場としての地域の価値
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株式会社 島精機製作所

ホールガーメント
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正社員中心主義

「感じる力」 気付き＝創意工夫

仕事以外の時間が大事

危機は絶好のチャンス

和歌山だからこそ生み出せる現場力
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和歌山県白浜町
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満室
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① 人口あたりのWI-FI 整備数（スポット）
全国第２位

② のどかなロケーションでストレスゼロ！

「東京の分社より 実績が２０％UP」
（株式会社 セールスフォース）

「通勤ストレスゼロ」
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長野県下諏訪郡富士見町

八ヶ岳

キャンプ 富士見高原リゾート町民農園ゴルフ場

特急で2時間半
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富士見 森のオフィス （長野県富士見町）

ルートデザイン 代表 津田賀央さん
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「HOUR」石鹸のパッケージ＆マーケティング

トップアワードアジアでデザイン賞

空気清浄機能つきランプ
「ルミエール」

部品や製作 地元の諏訪の企業

二拠点居住 ⇒ 起業・本格的な移住 18



鳥取県 「週一副社長プロジェクト」

柴山 紀子さん
大手食品メーカー広報

神吉 康太さん
AOIプロ執行役員・プロデューサー

平井 伸治知事

54社85人 内定
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・コロナ後も企業がリモートワークを継続することが前提

・交通費の負担がきつい

高速・新幹線・特急・飛行機・・・
負担を減らすような対策が必要ではないか？

課題
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「食」の企業が上流（生産地）にさかのぼる
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株式会社ゲイト

代表取締役 五月女 圭一 氏
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食のサプライチェーンの脆弱性
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定置網漁

県外の企業で初めて漁協の組合員に！

日本初

三重県尾鷲市・熊野市
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ゴマサバ 1本20円
ネンブツ鯛など
一山 10円

サバの炙り 700円 パクパク揚げ 500円

シイラ 20円

シイラの南蛮漬け 500円
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熊野市二木島で加工・冷凍して東京へ
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東京に憧れがある地元の若い子 東京の店舗で働く若者

冷凍パック

若い人材を地元に留めながら育成
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女性だけで超小型定置網漁を開始
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体験型SDGｓ教育ツアー・
ワーケーションスマート漁業への挑戦
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教育

海の資源 地域の資源

企業学校
ゲイト

宅配 ペットフード ワーケーション

国・自治体国・自治体

居酒屋

新しい産業創出
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課題

 地域が都会の人間や企業が入ってくることにアレルギーがある
・過去の企業が荒らしたトラウマもあり、長期で取り組むことが大前提
・地元の適任者をマネジメント層にするような工夫も必要

 各論賛成 総論反対
・行政や議会が既存の組織や団体に近いため、応援しにくい
・街づくりなどにかかわろうと思っても、行政の協力が得づらい
行政が率先して変革を進める旗振り役になるという指針が必要ではないか？

 経産省の「地域未来けん引企業」などは地元の企業
外からの地方創生応援企業のような認定・応援制度も必要？
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地域だからこそ
「最先端」を追求できる
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長野県伊那市

BSテレ東 水曜日 午後10時～
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～ドローンによるお買い物配送サービス～
ゆうあいマーケット
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川の上を自立飛行

到着

国土交通省の許可

伊那市 × ゼンリン × KDDI
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AI配車による乗合タクシーサービス
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MaaSによる医療（Mobility as a Service）

医師の乗らない移動診療車

オンラインで診療⇒調剤⇒薬はドローンで運ぶ 38



伊那市 × テレビ東京ダイレクト × ママスクエア

旧給食センターにコールセンター設立

時間割・通知表がない
ICT教育

子ども食堂も実施

伊那小学校

若い子育て世代の移住者増
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農業・漁業

環境

健康

食

観光・体験

医療≒未病

働き方改革

高齢者の生きがい

自然資源・脱炭素

文化伝統

教育

アフターコロナのキーワード

テクノロジー
デジタル・DX
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